
令和８年８月６日 

生活文化政策部 

 

世田谷区立世田谷区民会館の指定管理者候補者の選定結果について 

 

 （付議の要旨） 

令和９年４月から開始する世田谷区立世田谷区民会館の指定管理について、候補者

を選定したので報告する。 

 
１ 主旨 

世田谷区立区民会館条例（以下「条例」という。）第７条第３項に基づき、令和９年４

月からの世田谷区立世田谷区民会館の指定管理者候補者を以下のとおり選定した。 

当該指定管理者候補者を指定管理者として指定するための議案を、令和８年区議会 

第三回定例会に提出する。 

 

２ 施設名称及び指定管理者候補者名等 

施設名称 施設所在地 指定管理者候補者名及び所在地 

世田谷区立世田谷区民会館 

（せたがやイーグレットホ

ール） 

世田谷区世田谷四丁

目２１番２７号 

株式会社世田谷サービス公社 

世田谷区世田谷一丁目２３番２号 

ＤＳ第１ビル 

 

３ 指定期間 

  ５年間（令和９年４月１日～令和１４年３月３１日） 

 

４ 選定方法等 

（１）選定方法 

  条例施行規則及び世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会設置要綱に基づき、 

 世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会（以下「選定委員会」という。）を設置 

 し、令和７年１１月１４日開催の選定委員会において選定方法について審議した結果、 

 指定管理者制度を適用し、公募による選定を行うこととされた。 

  令和８年３月３日から４月２１日までの期間で公募を行ったところ、４月２２日の公 

 募要項説明会及び現地見学会に参加した８団体のうち、５月２９日の提案書類受付期 

 限までに２団体から応募があった。 

  選定委員会で、条例第７条第３項に規定する審査基準（以下「審査基準」という。） 

 に基づき、次の審査を行った。 

■１次審査（書類審査） 

①提案書類の審査 

・施設等の管理実績 

・運営管理体制 

・個人情報保護 

・雇用・研修計画 

・利用料金・金銭管理体制 

・収支計画 

・施設事業計画 

・サービス改善の取組み 
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②財務諸表診断 

 

■２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

・提案内容の分かりやすさ 

・質問に対する応答態度・内容 

・提案内容への責任、確実に実現する姿勢 

・持続可能な収支計画 

・区の計画への理解 

・事業計画 

・ラウンジ運営 

・他機関との連携 

・サービス改善に向けた取組み 

 

（２）選定委員会の構成 

  令和７年度 

  氏名 役職・所属団体等（当時） 

外部委員 

委員 岩波 桂三 砧地域町会・自治会連合会会長 

委員 垣内 恵美子 政策研究大学院大学名誉教授 

委員長 境 新一 成城大学経済学部教授 

委員 塩田 尚人  健康文化研究所代表 

委員 千葉 栄樹 税理士・東京税理士会玉川支部 

内部委員 

委員 菅井 英樹 地域行政部長 

委員 和田 康子 
烏山総合支所長 

（任期：令和7年4月1日～令和8年2月23日） 

委員 三浦 与英 
世田谷総合支所長 

（任期：令和8年2月24日～） 

委員 渡邉 謙吉 生活文化政策部長 
 
  令和８年度 

  氏名 役職・所属団体等 

外部委員 

委員 岩波 桂三 
砧地域町会・自治会連合会会長 

（任期：～令和8年6月30日） 

委員 垣内 恵美子 政策研究大学院大学名誉教授 

委員長 境 新一 成城大学経済学部教授 

委員 塩田 尚人  健康文化研究所代表 

委員 千葉 栄樹 税理士・東京税理士会玉川支部 

内部委員 

委員 有馬 秀人 地域行政部長 

委員 中西 成之 生活文化政策部長 

委員 三浦 与英 世田谷総合支所長 

（敬称略） 
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（３）選定委員会開催状況 

  令和７年度第３回選定委員会  令和７年１１月１４日 

   ・指定管理者制度の導入及び指定管理者の選定方法の審議 

  令和７年度第４回選定委員会  令和８年２月２４日 

   ・審査方法及び審査基準の審議 

  令和８年度第１回選定委員会  令和８年６月１８日 

・第１次審査（書類審査）及び財務諸表診断の結果確認 

  令和８年度第２回選定委員会  令和８年６月２６日   

   ・第２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

   ・最終審査 

 

５ 選定結果 

  審査基準に基づき、各審査結果を総合的に評価した結果、「適格」であるとの評価を

受け、株式会社世田谷サービス公社を指定管理者候補者として選定した。 

  詳細は、別紙「選定結果表」を参照。 

 

６ 選定理由 

  指定管理者候補者は、指定管理者として区内の複数の公共施設を運営してきており、

豊富な実績とノウハウを有している。 

財務諸表診断では、評価Ａの「団体の経営状況は良好で長期的な安定経営が大いに期

待できる」という評価を得た。 

第１次審査では、「雇用・研修計画」、「利用料金・金銭管理体制」、「サービス改善の取

組み」の項目で高い評価を得た。 

第２次審査では、「提案内容の分かりやすさ」、「質問に対する応答態度・内容」、「提案

内容への責任、確実に実現する姿勢」、「持続可能な収支計画」の項目で特に高い評価を、

また、その他の項目でも「サービス改善に向けた取組み」を除き高い評価を得た。 

以上のことから、指定管理者候補者として適していると判断した。 

 

７ 今後のスケジュール（予定） 

令和８年９月  区民生活常任委員会（選定結果の報告） 

区議会第三回定例会（指定管理者の指定の提案） 

令和９年４月  次期指定管理者による管理運営開始 
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選定結果表 

 

１ 申請団体 

団体名・代表者 所在地 

Ａ社  

株式会社世田谷サービス公社 

代表取締役 田中 文子 

世田谷区世田谷一丁目２３番２号 

ＤＳ第１ビル 

 

２ 指定管理者の候補者名 

  株式会社 世田谷サービス公社 

 

３ 指定期間 

  ５年間（令和９年４月１日～令和１４年３月３１日） 

 

４ 審査結果 

（１）第１次審査 

  ①提案書類の審査 

 審査基準点（配点合計の７割程度）を満たしているとして、株式会社ケイミック 

スパブリックビジネスと株式会社世田谷サービス公社が第１次審査を通過した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 配点 Ａ社 
株式会社世田谷サー

ビス公社 

施設等の管理実績 ４８ ４８ ４８ 

運営管理体制 ３２８ ２６９．２５ ２６４．７５ 

個人情報保護 ５６ ５１．７５ ４９．７５ 

雇用・研修計画 １８４ １５６．２５ １６４．２５ 

利用料金・金銭管理体制 ８０ ７０ ７１．５ 

収支計画 １６０ １３６ １２６ 

施設事業計画 ３０４ ２６０ ２３６ 

サービス改善の取組み ３１２ ２４９ ２５４ 

合計 １，４７２ 
１，２４０．２５ 

（８４．３％） 

１，２１４．２５ 

（８２．５％） 

審査基準点：配点合計の７割程度 

別紙 
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  ②財務諸表診断 

団体名 評価結果 

Ａ社 評価Ａ 

株式会社世田谷サービス公社 評価Ａ 

※税理士による４段階評価（Ａ：団体の経営状況は良好で長期的な安定経営が大いに

期待できる、Ｂ：長期の経営に対しては大きな問題は見当たらない、Ｃ：長期の経

営に若干の課題がある、Ｄ：課題となる指標が複数あり、経営に問題がある）に基

づき、選定委員会が定める審査基準として評価Ｄとなった場合は、第１次審査の書

類審査の点数に関係なく落選とし、次の審査を実施しない。 

 

（２）第２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

 審査基準点（配点合計の７割程度）を満たしているとして、株式会社世田谷サービス 

公社が第２次審査を通過した。 

 

（３）最終審査 

  第１次審査、財務諸表診断、第２次審査を総合的に勘案した結果、株式会社世田谷サー 

 ビス公社が指定管理者の候補者として適格と判断され、選定された。 

 

評価項目 配点 Ａ社 
株式会社世田谷サー

ビス公社 

提案内容の分かりやすさ ４０ ２３ ３１ 

質問に対する応答態

度・内容 
４０ ２０ ２９ 

提案内容への責任、確

実に実現する姿勢 
８０ ４５ ５９ 

持続可能な収支計画 ８０ ４３ ５６ 

区の計画への理解 ８０ ５１ ５３ 

事業計画 ８０ ５３ ５９ 

ラウンジ運営 ４０ ２５ ２９ 

他機関との連携 ４０ ２５ ３１ 

サービス改善に向けた

取組み 
８０ ５３ ５３ 

合計 ５６０ 
３３８ 

（６０．４％） 

４００ 

（７１．４％） 

審査基準点：配点合計の７割程度 

評価項目 配点 Ａ社 
株式会社世田谷サー

ビス公社 

第１次審査（書類審査） １，４７２ １，２４０．２５ １，２１４．２５ 

第２次審査（プレゼン

テーション及びヒアリ

ング審査） 

５６０ ３３８ ４００ 

合計 ２，０３２ 
１，５７８．２５ 

（７７．７％） 

１，６１４．２５ 

（７９．４％） 
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＜参考資料１＞ 

会議録要旨 

会議名 令和７年度 第３回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 生活文化政策部 文化・国際課 

開催日時 令和７年１１月１４日（金）午後６時３０分～午後７時４２分 

開催場所 世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）集会室Ａ・Ｂ 

出席者 
境委員長、岩波委員、垣内委員、塩田委員、千葉委員、菅井委員、和田委員、

渡邉委員 

会議次第 

１ 開会 

２ 委員会の所掌事項確認 

３ 審議 

（１）世田谷区立世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）の指定管 

  理者制度導入について 

（２）世田谷区立世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）の指定管 

  理者の選定方法について 

４ 今後のスケジュール 

５ 施設見学 

主な意見 

１ 世田谷区立世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）の指定管 

 理者制度導入について 

・利用料金収入や想定稼働率を踏まえて、民間事業者が参入できる収支構造 

 になっているか検証が必要。  

・利用料金制導入後、事業者に収益向上や利用促進に関する目標を持たせる 

 べき。 

・ラウンジ運営など新規機能は魅力がある一方で、収益性や運営負担とのバ 

 ランスを十分検討すべき。 

・自主事業はできるだけ自由度を高め、事業者が創意工夫によって収益を高 

 められる仕組みにした方がよい。  

・音響性能の高さや立地の利便性を、応募事業者・利用者双方に対する大き 

 なＰＲ要素として活用すべき。 

 

２ 世田谷区立世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）の指定管 

 理者の選定方法について 

・指定管理者公募で応募が１事業者にとどまる状況は課題であり、応募団体 

 増加に向けた具体策が重要。 

・公募の公平性・競争性を十分確保する必要がある。  

・前例にとらわれず、新しい発想や意欲的な提案を引き出す公募とすべき。 

・指定管理業務と自主事業の区分を明確にするべき。 

・提案金額の評価方法についても検討すべき。 

その他 

次回の選定委員会の日程 

 令和７年度第４回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

 日程：令和８年２月２４日（火）午後６時３０分から 

 会場：世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）練習室Ａ 
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会議録要旨 

会議名 令和７年度 第４回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 生活文化政策部 文化・国際課 

開催日時 令和８年２月２４日（火）午後６時３０分～午後７時５０分 

開催場所 世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）練習室Ａ 

出席者 境委員長、垣内委員、塩田委員、千葉委員、菅井委員、三浦委員、渡邉委員 

会議次第 

１ 開会 

２ 委員会の所掌事務確認  

３ 審議 

（１）令和８年度指定管理者選定対象施設について 

（２）世田谷区立世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）の指定管 

  理者選定の審査方法・審査基準について 

４ 今後のスケジュール 

主な意見 

１ 令和８年度指定管理者選定対象施設について 

  特に意見なし。 

 

２ 世田谷区立世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）の指定管理 

 者選定の審査方法・審査基準について 

・従来の複雑な配点方式より、今回の５段階評価方式は分かりやすく採点し 

 やすい。 

・第１次・第２次審査の審査基準点について、「満点の７割」と固定するので 

 はなく、「７割程度」とすべき。 

・重要性が高い項目は、配点や係数を上げるべき。一方で、ラウンジ運営に 

 配点が偏りすぎているのではないか他の項目とのバランスを考慮すべき。 

・多様性（ダイバーシティ）への取組みについて、利用者対応だけでなく、 

 職員の多様性や雇用面での取組みも評価項目とすることは妥当である。 

・区の多様性推進の考え方を踏まえ、事業者にも高い水準を求めるべき。 

・「新たな文化・芸術の拠点」としての役割は重要であるが、文化・芸術に関 

 する自主事業だけでなく、「区民が使う公共施設」としての役割も同じくら 

 い重視すべき。 

・収支計画書について、収入・支出とも、ラウンジに関する部分は、分けて 

 作成してもらったほうがよい。 

その他 

次回の選定委員会の日程 

 令和８年度第１回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

 日程：令和８年６月中旬 

 会場：未定 
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会議録要旨 

会議名 令和８年度 第１回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 生活文化政策部 文化・国際課 

開催日時 令和８年６月１８日（木）午後６時３０分～午後７時２０分 

開催場所 世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）集会室Ｂ 

出席者 境委員長、岩波委員、垣内委員、千葉委員、有馬委員、中西委員、三浦委員 

会議次第 

１ 開会  

２ 審議 

（１）世田谷区立世田谷区民会館指定管理者選定 第１次審査（書類審査） 

  結果の審議 

（２）世田谷区立世田谷区民会館指定管理者選定 第２次審査（プレゼンテ 

  ーション及びヒアリング審査）について 

３ 今後のスケジュール 

主な内容 

１ 世田谷区立世田谷区民会館指定管理者選定 第１次審査（書類審査）結 

 果の審議 

【事務局報告事項】 

・２事業者から応募があり、以下のとおり、いずれの事業者とも審査基準点

（満点の７割程度）を上回った。 

  Ａ社：１，２４０．２５点／１，４７２点（８４．３％） 

  Ｂ社：１，２１４．２５点／１，４７２点（８２．５％） 

・財務能力診断について、両事業者とも最高評価の「Ａ」と判定された。 

【審議結果等】 

・事務局からの報告を踏まえて審議した結果、両事業者とも第１次審査を通 

 過することが承認された。 

・提案書の一部について確認が必要な事項があったため、第２次審査におけ 

 るヒアリングで確認することとした。 

 

２ 世田谷区立世田谷区民会館指定管理者選定 第２次審査（プレゼンテ 

 ーション及びヒアリング審査）について 

・第２次審査はプレゼンテーション（１０分）及びヒアリング（２０分）に 

 より実施することを確認した。 

・各委員からの事業者への質問事項は、事前に事務局で取りまとめ、重複す 

 る場合は整理した上で、第２次審査実施前に、各委員で調整することとし 

 た。 

・第２次審査では、プレゼンテーションやヒアリング応対の技量の確認のみ 

 ならず、提案内容の再確認や更なる掘り下げをすることを確認した。 

・第２次審査当日に、委員が欠席した場合は、欠席委員分の得点を比例補正 

 して各事業者の得点を算出することを確認した。 

その他 

次回の選定委員会の日程 

 令和８年度第２回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

 日程：令和８年６月２６日（金）午後３時から 

 会場：世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）練習室Ａ 
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会議録要旨 

会議名 令和８年度 第２回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 生活文化政策部 文化・国際課 

開催日時 令和８年６月２６日（金）午後３時～午後５時１８分 

開催場所 世田谷区民会館（せたがやイーグレットホール）練習室Ａ 

出席者 境委員長、有馬委員、岩波委員、塩田委員、中西委員、三浦委員 

会議次第 

１ 開 会                          

２ プレゼンテーション及びヒアリングについて（質問調整）  

３ 第２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

４ 最終審査結果の協議（指定管理者候補者の選定） 

５ 今後のスケジュール       

主な内容 

１ 第２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

【Ａ社】 

 プレゼンテーションの後、主に以下の点についてヒアリングした。 

・区民会館を「新たな文化・芸術の拠点」として発展させるため、重点的に 

 取り組む事業や施設運営の方向性について 

・区民利用・交流拠点施設との連携や回遊性を生かした事業展開について 

・収支計画や利用率向上の見込みについて 

・人員配置や勤務体制の実施方法について 

・区の方針を踏まえた施設運営の考え方や災害時対応について 

・せたがや文化財団等の関係団体との連携方針について 

・サードプレイスとしての施設の活用イメージや交流促進の手法について 

・サービス向上や施設改善策の具体的な効果や実施イメージについて 

・練習室の利用率向上策について、その目標設定や考え方について 

 

【Ｂ社】 

 プレゼンテーションの後、主に以下の点についてヒアリングした。 

・区民会館を「新たな文化・芸術の拠点」として発展させるため、重点的に 

 取り組む施策や、ホール・ラウンジ運営の方向性について 

・地域住民や各種団体との連携に関する考え方について 

・人員配置計画の考え方について 

・練習室利用促進に向けた具体的なキャンペーン内容、利用率向上策や収支 

 計画の考え方について 

・外国語対応や利用者サービス向上策について 

・災害発生時の初動対応や危機管理体制、利用者の安全確保に向けた取組み 

 について 

・せたがや文化財団との役割分担や連携方法について 

・ラウンジ事業の収支見込みや運営方針について 

・自主事業の実施規模や継続的な展開方針について 

・区民利用・交流拠点施設との連携や回遊性向上の取組みについて 
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主な内容 

２ 最終審査結果の協議（指定管理者候補者の選定） 

【事務局報告事項】 

 各委員の第２次審査の得点を集計し、第１次審査の得点とともに以下のと

おり報告した。 

Ａ社：第１次 １，２４０．２５点／１，４７２点  

第２次 ３３８点／５６０点 

    合 計 １，５７８．２５点／２，０３２点＝７７．７％ 

 Ｂ社：第１次 １，２１４．２５点／１，４７２点   

第２次 ４００点／５６０点    

    合 計 １，６１４．２５点／２，０３２点＝７９．４％  

【意見】 

（共通） 

・両事業者ともに、提案書に記載された内容について、より具体的な説明が 

 期待されていたが、不十分で、ヒアリングでも具体性に欠ける回答が多 

 く、提案内容の実現イメージが見えにくかった。 

（Ａ社） 

・提案書自体が簡潔すぎて、情報量が少なく、プレゼンテーション・ヒアリ 

 ングでも、具体的な説明が不足していた。 

・質問への対応力（アドリブ力）が弱く、現実の運営において柔軟な対応が 

 できるか不安が残った。 

・世田谷区民会館という地域に根差した施設の運営にあたり、地域事情への 

 理解が不足していた。 

・せたがや文化財団等の関係団体との連携について、具体的な説明がなく、 

 現実的な運営について疑問が残った。 

（Ｂ社） 

・プレゼンテーションでは要点を整理して説明しており、比較的分かりや 

 すかった。 

・提案内容は実務的・現実的で派手さはないものの、具体性や確実性が感じ 

 られた。 

・提案書もＡ社より丁寧に作り込まれている。 

・安定した運営を期待できるとの印象を持ち、二次審査で高い評価につなが 

 った。 

【審議結果】 

 第１次審査、財務諸表診断、第２次審査の結果を総合的に勘案し、Ｂ社が

指定管理者候補者として適格と判断された。 

その他 

次回の選定委員会の日程 

 令和８年度第３回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

 日程：令和８年１０月（予定） 

 会場：未定 
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